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山下公園前海域における豊かな海づくりの取組 
 

〇浦垣 直子、小川 義人（横浜市環境科学研究所） 

 

 横浜市環境科学研究所と JFE スチール株式会社は、2013 年 10 月か

ら 2018 年３月まで山下公園前海域において共同研究を実施した。生

物のすみか・逃げ場などの機能を持つ生物付着基盤を設置した結果、

生物生息環境の改善効果が見られた。また、生物付着基盤を設置した

試験区において付着した生物により、１日あたり 8,400 kL の水が濾

過されていることが推計された。 

 

１ はじめに 

 横浜は日本有数の港町であり、臨海部は横浜市の顔として知られて

いる。しかし、横浜の海は、海底の貧酸素化や赤潮の発生により、夏場

には海底に光が届かず酸素濃度が低下し、生物にとっては過酷な環境

となっている。その原因の一つは、沿岸域の生物生息環境が失われ、生

物の数が減少し、生物による水質浄化能力が減少したことにある。 

そこで、横浜市環境科学研究所とＪＦＥスチール株式会社は、生物付

着基盤の設置による生物生息環境の改善と生物の水質浄化能力の回復

の効果について検証するため、2013 年 10 月から 2018 年３月まで山下

公園前海域において共同研究を実施した。2018 年４月以降は横浜市の

事業として引継ぎ、継続的に生物付着基盤の機能の確認を行っている。 

 

２  共同研究概要 

2.1 試験海域 

横浜を代表する観光地であり、ワールドトライアスロン・パラトライ

アスロンシリーズ横浜大会等のイベントを通じての情報発信の効果も

期待できることから、山下公園前海域（横浜市中区山下町）を共同研究

の実施場所に選定した。各種イベントや船舶の航行等に影響なく生物

付着基盤の設置作業を実施できることや、事後調査等の作業性を考慮

し、氷川丸の左舷側を試験海域とした（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 試験海域  
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2.2 生物付着基盤の設置概要 

 使用した生物付着基盤の概要を表１に示す。 

鉄鋼スラグを原料とする再生資材製品、自然石、山砂を用いて、浅場造

成を行った。 

３つの試験区（St.１～St.３）に図２のように生物付着基盤を設置

した。それぞれの試験区と同等の水深の場所に３つの対照区（St.４

～St.６）を設け、試験区との比較対象とした。 

2.3 調査日及び方法  

生物調査は試験区（St.１～St.３）及び対照区（St.４～St.６）を

対象に、潜水士による付着生物及び遊泳生物（ネクトン）の目視観

察・記録を行った。 

調査実施日を表２に示す。2013 年 10 月に試験区及び対照区におい

て生物付着基盤設置前の事前調査を行った。付着基盤設置後は 2015

年までは試験区及び対照区において、2016 年から 2017 年までは試験

区において、年４回の調査を実施した。2018 年以降は試験区において

年に１回程度の調査を実施している。 

 

 

３ 結果 

3.1 生物調査結果 

St.１（試験区）および St.４（対照区）における生物種類数の変化

を図４に示す。 

試験区（St.１）においては生物付着基盤設置後すぐに生物の増加

が見られた。2015 年８月及び 2017 年８月の調査では貧酸素や水温上

調 査 回 

20 1 3 年  1 0 月 10 日 （ 事 前 調 査 ）、 11 月 28 日  

20 1 4 年  2 月 13 日 、 5 月 28 日 、 8 月 27 日 、 11 月 28 日  

20 1 5 年  2 月 12 日 、 5 月 28 日 、 8 月 24 日 、 11 月 27 日  

20 1 6 年  1 月 15 日 、 5 月 30 日 、 9 月 5 日 、 11 月 30 日  

20 1 7 年  2 月 10 日 、 6 月 5 日 、 8 月 31 日  

20 1 8 年 以 降  20 1 8 年 10 月 4 日 、 201 9 年 1 月 28 日 、 201 9 年 8 月 27 日 、 202 0 年 10 月 12 日

20 2 1 年 10 月 27 日 、 20 2 2 年 10 月 24 日 、 202 3 年 11 月 28 日  

表 １  設 置 し た 生 物 付 着 基

 

図２ 平面図 

表２ 調査実施日  
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昇が原因とみられる生物の減少が起こったが、次の調査時には生物種

類数は回復しており、生物が生き残るために必要な環境が保たれてい

ることが示唆された。一方、対照区(St.４）の生物種類数は、調査を

実施した 2016 年１月までにほとんど確認されなかった。 

2018 年度以降も試験区（St.１）における生物種類数や組成などは

大きく変わっておらず、生物付着基盤の機能を維持し続けているもの

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 濾水量の推計 

生物調査と併せて実施した水

質調査の結果、2013 年 10 月か

ら 2016 年１月までに水質

（COD、 DO、透明度など）に大

きな変化は見られなかった。海

水の入れ替わりがあるためと考

えられる。そこで、生物生息環

境の改善による水質浄化能力の

回復を定量的に評価するために、生物調査で確認された二枚貝綱やホ

ヤ綱といった濾過食性動物に注目し、それらの生物が持つ濾水量を試

算した。濾水量の原単位には複数の文献の平均値を用いた（表３）。 

生物付着基盤への生物の被度と、生物の体サイズから推定した 1 個

体あたりの付着面積をもとに、付着した生物の個体数を種類ごとに推

計した。また、生物調査の際に生物を一定量採取し、１個体あたりの

平均湿重量を求めた。これらの数値を用いて付着した生物による濾水

量を推計したところ、試験区（St.１～３）の合計で１日あたり 8,400 

kL（キロリットル）と推計された。  

 種 名  
濾 水 量 原 単 位  
（ L/湿 g/日 ）  文 献  

二

枚

貝

網  

ム ラ サ キ イ ガ イ  26 . 9  1 )  

ミ ド リ イ ガ イ  26 . 9※  －  

ホ ト ト ギ ス ガ イ  26 . 9※  －  

マ ガ キ  32 . 2  2 )  

ホ

ヤ

網  

シ ロ ボ ヤ  15 . 5  3 ) 4 )  

エ ボ ヤ  13 . 2  5 )  

カ タ ユ ウ レ イ ボ ヤ  6. 7  4）6) 7 )  

表３  濾過食性動物と濾水量の原単

図４ 試験区（St.１）、対照区（St.４）における生物種類数の変化 

※ ム ラ サ キ イ ガ イ の 数 値 を 用 い た  

2016 年１月以降  

測定データなし  

S t .１ の 生 物 種 類 数  

St .４ の 生 物 種 類 数  
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４ 調査結果の情報発信について 

 共同研究の取組や成果を広く発信するため、2023 年３月から横浜ベ

イブリッジスカイウォークにおいてパネルの常設展示やリーフレット

の配布を行っている。また、2023 年９月には研究概要を解説した記念

サインを山下公園内の氷川丸側のバルコニーの付近に設置した。 

 さらに共同研究で得られた成果を横浜市内の小学生を対象とした環

境教育出前講座で紹介しているほか、横浜市内で開催される海洋都市

横浜うみ博などの海関連のイベント出展時にも紹介している。 

 

５  おわりに 

共同研究により生物付着基盤を設置することによって生物生息環境

の改善に有効であることが確認できた。また、生物付着基盤を設置し

た試験区において付着した生物による濾水量を試算した結果、１日あ

たり 8,400 kL と推計された。 

本共同研究は、公民が連携して生物付着基盤造成が新たな付加価値

を創出することを示した他に事例のない画期的なプロジェクトとし

て、第５回エコプロアワード国土交通大臣賞および令和３年度土木学

会環境賞（Ⅱグループ）を受賞した。 

本研究で得られた成果を今後の横浜港の環境改善の取組みに活用し

ていきたい。 
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